














は，別々のトランザクションから，頻出パターン A をトリガとして注目アイテム e が出現し，
その注目アイテム eをトリガとして頻出パターン Bが出現するといった「A⇒e⇒B」のような関
連性の抽出を行うものである． 







赤崎 英之 P2P ネットワークにおける範囲を持つ属性をキーとしたコンテンツの共有・検索手法に関する研
究 



































李 思瑶 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決定時点の検出に関する研究 
近年，データマイニングという大規模データ分析技術が注目されており，それに関する数多く






































マンティック Wiki にて Wiki ページを作成した際に生成される RDF(Resource Description 
Framework)ファイルを用いて，オントロジーの自動生成を行い，上述の問題点の解決を試みた．
本アプローチは，セマンティック Wiki により生成される RDF ファイルを用いてオントロジーを
生成しているため，Wiki ページを作成するだけで，オントロジー記述言語 OWL(Web Ontology 
Language)などの知識がなくても簡単にオントロジーを作成することができる．また，本アプロ




① RDF ファイル内の dc:title の値より，owl:Class タグの rdf:ID 属性値を取得 
② RDFファイル内のdcterms:tableOfContentsの値より，rdfs:subClassOfタグのrdf:resource
属性値を取得 
③-1 RDF ファイル内の dcterms:tableOfContents の値の内，前処理で取得した owl:Class タグ
rdf:ID 属性値と共通部分を持つものを取得 
③-2 両方の値の共通部分を削除して，owl:hasValue タグの値とする 
④ owl:hasValue タグの値に対応する Wiki ページの RDF ファイルより，dc:description の頻出
単語を owl:onProperty タグの値として取得 
⑤ owl:onProperty タグと対になる owl:hasValue タグの値を利用して，新しいクラスを生成 




P2P 型などの種類がある．ピュア P2P 型は管理用サーバが不要で単一故障点が存在しないとい
う点などで優れており，問題点だったデータの探索効率が悪いという点も，分散ハッシュテー















ハッシュ値と IP アドレスの組み合わせが漏洩してしまい，匿名性が確保できない． 
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• 夏季ゼミ合宿 (8 月 8 日～9 日, 大沢温泉 (花巻市)) 
• 冬季ゼミ合宿 (1 月 30 日～31 日, 国立岩手山青少年交流の家 (滝沢村)) 
• 夏季ゼミ合宿 (8 月 30 日～31 日, 大沢温泉 (花巻市)) 
• 冬季ゼミ合宿 (2 月 1 日～2 日, 国立岩手山青少年交流の家 (滝沢村)) 
